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[駒]37 分久永 翼(C) [東]75 分廣木雄磨(C) 

[駒]90+1 分キム・デセン(Ｃ) 

※データの左側が駒大 

警告(C)／退場(S) 

[シュート]8:4 [GK]4:9 ［CK］9:2 [直接 FK]12:17 

[間接 FK]3:8 [主審]新田 守 [観衆]300 人 

 

[間接 FK]2:3 [主審]藤原 暢央  [観衆]480 人 

T O G A K U D A I  

GK⑫須賀健太(2) 

DF⑤廣木雄磨(3) 

(63 分㉔京田寛治(3)) 

DF⑮菅 佑也(2) 

DF②大里康朗(4) 

DF㉘吉田一彦(1) 

MF⑭佐藤 聖(3) 

MF⑩茶島雄介(4) 

MF㉚平田 惇(1) 

MF⑧佐々木陽次(3) 

FW⑪遠藤 真(4) 

FW⑦山崎直之(4) 

(63 分⑨岡 卓磨(4)) 

S U B 

GK㉛赤堀洸太(3) 

MF⑳木下晋之介(3) 

MF⑱久保優斗(3) 

MF㉖五十嵐 亘(2) 

FW㉕荒木啓太(3) 

  MANAGER 

西園聡史 

 

 

KOMAZAWA 

GK㉑檜山昇吾(4) 

DF⑬大木 暁(3) 

DF⑮川岸祐輔(3) 

DF④平尾優頼(3) 

DF③田中雄一(4) 

MF⑥若山瞭太(4) 

MF⑦碓井鉄平(4) 

MF⑪小牧成亘(3) 

MF㉓久永 翼(2) 

(62 分㉜キム・デセン(1)) 

FW⑩山本大貴(4) 

(90 分㉕立石忠之(2)) 

FW⑨小牟田洋佑(3) 

(75 分㉝大谷真史(1)) 

S U B 

GK①大石健太(4) 

DF⑤伊藤槇人(3) 

DF㉛鈴木啓晃(1) 

FW⑧畦地健太(4) 

   MANAGER 

秋田浩一 

 

 

 

 

 

[駒]51 分碓井        [東]14 分平田(山崎) 

[駒]63 分山本(小牧)     [東]46 分山崎(佐藤) 

[駒]80 分山本(田中)  

[駒]87 分小牧(檜山) 

 

 

 

 

 

 

               

 

得点者（ｱｼｽﾄ） 

JR 東日本カップ 2013 第 87 回関東大学サッカーリーグ戦 2013 第 8 節 

(0-1) 

(4-1) 
駒大

４４ 

東学大 ２ ４ 

5 月 19 日 13：50 朝鮮大学校グラウンド 

 

終了間際の勝ち越しヘッ

ドを決め、ガッツポーズ

の平尾(撮影：藤原菜摘) 

後半４発！鮮やか逆転劇！ 

 

 先週まさかの逆転負けを喫し

た２位駒大と、３連勝で勢いに乗

る３位東学大との、勝ち点で並ぶ

お互い重要な上位決戦。この試合

は上空の風が非常に強く、駒大は

前半風下の中での戦いとなった。

その影響か、駒大の特徴であるロ

ングボールからなかなかチャン

スを掴めない。「最近早い時間帯

での失点が多い」とキャプテン碓

井が語るように、この試合も１４

分に東学大に中央からミドルシ

ュートを決められ、早い時間に失

点をしてしまう。１点ビハインド

の中早く追いつきたい駒大だが、

なかなかいい形が作れずに、前半

を０－１で折り返す。 

 後半、開始直後に試合がいきな

り動く。東学大の個人技から中央

を突破されシュートを浴びる。こ

のシュートがDFに当たりコース

が変わりそのままゴールへ。後半

開始直後に２点ビハインドと苦

しい状況に立たされてしまう。 

 しかし、ここから駒大イレブン

の反撃が始まる。後半は風上に立

ち、ロングボールも自然と前へ運

ばれ、ペースを掴む。後半は終始、

東学大陣内でのプレーが目立っ

ていた。 

ハーフタイムでは、「セットプレ

ーを大事にしましょうという話

をした」と、秋田監督が試合後に

すると５１分、左からの FK を

碓井が直接決め１点差。勢いは止

まらず６３分、途中出場のキムが

左サイドを突破し中へ。小牧のパ

スを最後は山本が詰めて同点に。

さらに駒大ペースで試合は進み、

８０分には田中のクロスをまた

も山本が決めてついに逆転に成

功。終了間際には GK 檜山のロン

グフィードが風に乗りゴール前

へ。ルーズになったところを最後

は小牧がヘッドでゴールへ流し

込み勝負あり。駒大は２点のビハ

インドから見事な逆転勝利で難

敵東学大を退けた。 

「０－２になっても焦りはな

かった。毎試合点はとれているの

で」と小牟田が話すように攻撃陣

は好調をキープしているのが覗

える。 

しかし、ここ数試合失点数が多

いのが気がかりだ。駒大の多くの

選手が語るよう、立ち上がりの失

点が多くなっている。「点はいっ

ぱいとれているので、失点を少な

くすればもっと上にいけるはず」

と話すのは檜山。チームとして守

備の連携を高めていけばもっと

強いチームになっていくはずだ。

次戦は前期最終戦。しっかり勝っ

て 中 断 期 間 を 迎 え た い 。      

（権平 雅大） 

 

   （射手真矢） 

ゴールを決め応援席

へと走る選手たち 

(撮影：清村亮太) 


